
 要介護段階別の施設利用人数（介護保険）
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要介護４

要介護５
特養老健療養型 自宅 (入院、高齢者賃貸住宅を含む)

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ有料老人ﾎｰﾑ

諏訪広域  平成１８年10月

   認定者合計

  751人

834人

900人

自宅 (入院、高齢者賃貸住宅を含む)

1022人

認定者合計   約1500人

     (認定区分の移行中)

自宅

特養〔特別養護老人ホーム〕
老健〔介護老人保健施設〕
療養型〔介護療養型医療施設〕

居宅介護が困難になった高齢者の行き場所に不安   20.11.18  矢島義恭 

１．要介護度が重くなると居宅介護が困難になり、入所施設利用者が多くなる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２． 終身利用可能な「特養」には、利用したくも入所出来ない入所待ち待機者が増え続けている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 補１ ２０年 10月現在の施設定員： 特養 ７９６人、老健 ７７１人、療養型 １８０人 
    （諏訪広域６市町村）   認知症対応型共同生活介護(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) １４４人   計 １,８９１人 
 補２ 施設の利用者負担が高額になるなか、低所得者にとって特養は減免措置がうけて入所できる施設 
補３ 国の施設整備目標は、平成２６年時点で要介護２～５の認定者の３７％。   現状は約４５％ 

３．後期高齢者数の増加で、心身の衰えが進んだ「介護保険要介護認定の重度者」は増加し続ける 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

在宅から
老健等の
施設から

１８年４月 720 320 400

１９年４月 792 287 505

１９年９月 833 ＊＊ ＊＊

２０年３月 892 340 552

２０年９月 972 ＊＊ ＊＊

資料） 諏訪広域連合介護保険課

特養入所待ちの待機者数の推移

特養． 待機者人数

内訳
特養入所待ちの待機者のいる所

入院,
115

療養型,
61

グループ

ホーム, 20

その他,
20

特養, 3

在宅,
340

老健,
333

    諏訪広域
 （６市町村）
  ２０年３月
     ８９２人

諏訪広域連合

介護保健課

62.6％ 

59.1％ 

45.1％ 

24.0％ 

要介護 2～5で 
入所者比率は 46.0％ 

介護保険の認定者数の 軽度者と重度者の推移  (諏訪広域連合)
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要支援1～要介護1の軽度者

要介護２～５ の重度者

( 人 )

第３期 第５期第４期諏訪広域連合介護保険課

  平成20年11月7日 資料
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